
実験の目的
・自然素材による草木染めをより発色よく行う。

仮説１ 染色液に媒染剤を入れるタイミングについて

①染色液と媒染剤を先に混ぜてから布をつける。
→布に色素がつく前に金属分子と結合して大きな錯体ができ、
錯体が布にしみこみ色がつきにくくなる。

②染色液に布を1日つけた後に媒染剤をつける。
→布に色素がしみこんでから金属分子により錯体を作って
染色されるため、色が濃く染色される。

実験 使用した植物：紫キャベツ
使用した媒染剤：CuSO₄、Fe(NO₃)₃、Al₂(SO₄)₃

実験１ ①染色液と媒染剤を混ぜた溶液で染める。
②染色液に1日つけてから媒染剤で染める。

結果１ 図１より、実験①と実験②では大きな違いが見られなかった。

実験① 実験②

図１ RBG値による比較のグラフ

考察１ ・媒染剤を入れるタイミングで、染まり方に違いはない。
→先に混ぜても、染色に影響がない大きさの錯体ができる。
または、同じような染まり方でも染色される場所が布の内部か
表面かという違いがあるかもしれない。

染色される場所に違いがあれば堅牢性に違いが見られるかもしれない

・実験①でFe(NO₃)₃だけが濃い黄色に染まった。
→鉄さびの色に似ている
→鉄イオンの働きによるものではないか？

事実ならば、媒染剤だけでも黄色に染まる可能性がある。

仮説２ 染色は媒染剤自体の影響を受け、媒染剤の色に染まる。

実験２ 媒染剤のみを用いて染色する。

結果２ Fe(NO₃)₃のみが
濃い黄色に染まった。

考察２ ・染まる色が媒染剤によっても
左右されることがわかった。

・実験①でFe(NO₃)₃だけが濃い黄色に染まる。
→鉄イオンの働きによるものだと考えられる。

仮説３ 染色する時間が長いほど、発色よく染まる。

実験３ 染色する時間の変化による染色具合

結果３ 日数がたつにつれて
徐々に濃くなった。

考察３ ・染色時間をより長くすると、
固定される染色液の量が多くなる。

仮説４ ｐHの変化によって、染色される色が変化する。

実験４ ｐHによる色の変化

①染色液にNaHCO₃とAｌ₂(SO₄)₃を加える。

②染色液にNaHCO₃を加え、その後にAｌ₂(SO₄)₃で媒染する。

結果４ ②は①よりも薄く染まった。

実験① 実験②

考察４ ・NaHCO₃が色素の色を変えて、
媒染剤が色素を固定した。

・②が①よりも薄く染まった。
→塩基には色素を分解する性質がある。

まとめ

１，媒染剤を変えると染色される色と染色具合が変わる。
２，媒染剤のモル濃度を濃くすると発色がよい。
３，染色する時間が長いほど発色がよい。
４，ｐHの変化によって色が変化する。

［実験・まとめ］より

・本実験のように紫キャベツを使用した場合、
塩基性が強いと色素が分解されて染色されないことを確認した。

・今後実験を行う場合、他の植物を使用した実験や
布を変えた実験などを行う必要がある。
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